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21 ƒj ƒyƒŠƒ“•ð’Ž Nybelinia surm en icola 25 ƒLƒ“ƒC ƒ•ƒZƒgƒ‚ƒmƒKƒCBalcis aurata 

(—c ’Ž •lƒ^ƒ‰ƒR ƒpƒtƒ“ƒEƒj‚Ì‘Ì•\(—t ŽR)

‚±‚ê‚à—c ’Ž‚ª‹›—Þ‚Ì•Á‰»’T ‚ÉŠñ•¶‚·‚é•ð ’Ž ‚Å‚ ‚é‚ª•C ŠL‚Ì’†‚É‚àŠñ•¶•¶Šˆ‚ð‚·‚éŽí—Þ‚ª‚ ‚é‚±‚Æ‚ð’m‚Á‚Ä

—c’Ž‚Íƒeƒ“ƒ^ƒ^ƒ‰ƒŠƒA‚Æ‚æ‚­Ž—‚Ä‚¢‚é.“ª•”‚ª‚â‚âƒs ‚¢‚é•l‚Í•­‚È‚¢‚¾‚ë‚¤ ‚»‚Ì’¿‚ç‚µ‚¢ŠL‚ª‚±‚ê‚Å‚ ‚é

ƒ‰ƒ~ƒbƒhŒ`‚ð‚µ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚Æ‹z—t‚Ì’·‚³‚ª‘OŽÒ‚Æ‚Í‚± ‚í‚¸‚© 2.8m m ‚Ì‘Ì’·‚ð—L‚·‚éŠªŠL‚Å‚Í‚È‚²‚¤‚È‰È

‚Æ‚È‚è’Z‚¢ ‚É‘®‚µ‚Ä‚¢‚é.•£ŒË•¨‚Ì‚æ‚¤‚ÈŒõ‘ò‚ª‚ ‚è’¼•ÚƒEƒj‚Ì

‚±‚ê‚à•H•i‚É•¬‚¶‚Ä”­Œ©‚³‚ê•C‚µ‚Î‚µ‚Î–â‘è‚Æ‚È‚é ‘Ì•\‚©‚ç•´‚ê•AŠÇ‚ðƒEƒj‚Ì‘Ì“à‚É‘}“ü‚µ‰h—{‚ð‹z‚¢‚ 

’Ž‚Å‚ ‚é‚ª•C•l‘Ì‚É‚Í–³ŠQ‚Å•e‚ ‚é. ‚°•¶Šˆ‚·‚é . 0¦0Ë0n�JTŒ�~0n€^0k[Äu�0Y0‹0L�l^–€�0kY�0D

Šk‚ð‚·‚¢‚Ä‰©•F‚¢ŠÌ‘Ÿ‚ªŒ©‚¦‚é‚Ì‚Å‚±‚Ì–¼‚ª‚ ‚é . –[

22 ƒuƒŠŽ…•ó’ŽPh ilometroides serio lae ‘•‚©‚ç‹ã•B‚É‚©‚¯‚Ä’ª ŠÔ‘Ñ•t‹ß‚É‘½‚¢.

ƒuƒŠ‚Ì‹Ø“÷(•Î•ì|‰« )

‚±‚Ì ’Ž ‚Í•C ƒtƒBƒ‰ƒŠƒA—Þ‚Ì’†‚ÌƒtƒBƒ•ƒ•ƒgƒ‰‰È‚É‘® 26 7 —Íƒqƒgƒfƒ„ƒhƒŠƒjƒi St il if er ovoideus 

‚·‚é•ü’Ž‚Å‚ ‚é .‘Ì ‚Í ”ñ•í ‚É•× ’·‚­Ti ii ’[‚Í‰~‚¢(•\Ž† ‚±‚ê‚àŠñ•¶ •«‚Ì Š L ‚ Å ‚   ‚ é. ‚â‚Í‚è •¬ ‚³‚­‚ÄŠk•‚‚Í

ŽQ•Æ). JJ ‘ä•¶‚Å‚ ‚é‚©‚ç•C’Ž ‚ð‚«‚Ã‚Â‚¯‚é‚Æ—¬‚ê‚Å‚é “û 8mm ˆÊ•C‚â‚â‹…•ó‚Å‚ ‚é Žå‚Æ‚µ‚ÄƒAƒJƒqƒgƒf‚Ì˜r

•ó‚Ì‰t‘Ì‚Ì’†‚É‚Í–³•”‚Ì—c’Ž‚ª‚µ•A‚é.‚±‚Ì—c’Ž‚ªƒPƒ“ ‚ÉŠñ•¶‚µ‚Ä–ü‚ð‚Â‚­‚é .–{ƒi |•A|”‘•A‚ç‹ã•B‚É‚·‚Ý•Cƒ{ƒmƒŒƒl

ƒ~ƒWƒ“ƒR‚É•N“ü‚µ•C‚»‚ê‚ª‹›•A‚É•H‚í‚êŒ‹’÷•D‚Ì’†‚Å•A•¬ ƒI‚È‚Ç“ì•û‚ÌŠC‚É‚à•ª•z‚µ‚Ä‚¢‚é (–Ú••Šñ•¶’ŽŠÙƒj

’·‚·‚é . ƒuƒŠ‚Ì‘Ì“à ‚Å‚±‚ê‚ª•¬’·‚µ‚Ä’·‚­‚È‚é‚Æ“÷‚Ì ƒ†• [ƒX 108 •†ŽQ•Æ•r

f.!;“]‚ª‚̈ ‚¿‚é‚Ì‚Å•C‚·‚µ‚â‚Å‚Í•C‚±‚Ì’Ž‚ª’·‚­‚È‚é‚Æ‚· •ã’Ž—Þ

‚µ‚Ì‚½‚Ë‚ÉŽg‚í‚Ê‚Æ‚¢‚¤ . ‚¨‚»‚ç‚­‚í‚ê‚í‚ê‚à •C‚±‚Ì ƒVƒ^ƒ€ƒV—Þ‚Í•CŒ`‚ª•ã‚ÉŽ—‚Ä‚¢‚é‚Æ‚±‚ë‚©‚ç‚±‚Ì–¼

—c’Ž‚Í•H‚×‚é‚É‚¿‚ª‚µ•A‚È‚¢‚ª•l‘Ì‚É‚Í–³ŠQ‚Å‚ ‚é. ‚ª‚Â‚¯‚ç‚ê‚½Šñ•¶ •« ‚Ì “®•¨‚Ì ˆêŒQ‚Å•C–ñ60Ží‚ª•ãŒ`“®

23 ƒtƒBƒ•ƒ•–mƒ‰Ph ilometra sp. 

ƒ}ƒ_ƒC‚Ì•¸‘ƒ (‰‚”ü‘å“‡•l̂ ê’†“‡Œ’ŽŸ ”ŽŽm’ñ‹Ÿˆê

24 ƒTY ƒ}‚Ì ƒRƒEƒgƒEƒ`ƒ…ƒERh adinorhynchus

se lkirk i ƒTƒ“ƒ}(—â“€)

Šb“ª’Ž—Þ‚Í‹ß”N‚Å‚Í‘ÜŒ`“®•¨–å‚Æ‚µ‚Ä‚ ‚Á‚©‚í‚ê‚é

‚æ‚¤‚É‚È‚Á‚½ ˆêŒQ‚Ì “®•¨ ‚Å•A‚ ‚é . Ží—Þ‚Í‘½‚­‚Í‚È‚¢‚ª•C

‚½‚Æ‚¦‚ÎƒJƒcƒI‚ð‰ð –U‚µ‚½–ØŒ (́1961 ) ‚ÌŒoŒ±‚Å‚ÍŠb

“ª ’Ž 70.4 %. •ü ’Ž 30.4 %. •ð’Ž 20 %. ‹z’Ž 7.6 %. Šñ

•¶•«•bŠk—Þ7.6 % ‚Æ‚È‚Á‚Ä‚¨‚èŠb“ª’Ž‚Ì ”ä —¦‚Í•‚‚¢ .

�~�1 ˜^0n‰ãRV�j 0k0B0_0c0f0oÿ� ‚µ‚Î‚µ‚Î”­Œ©‚³‚ê‚é . Ž“w
�1�~ O�0gÿ�ry•w0h 0W0f0B0R0‰0Œ0‹0n0oQHzï0L�lT;0h0j0c0f

‚¢‚Ä•C‚»‚ê‚ªŒz•”‚ð’Ê‚µ‚Ä‚·‚Á‚Û‚è l•«—A‚É”[‚Ü‚é ‚±

‚Ì‚Æ‚« l•« ‚ÍŠ®‘S‚É”½“]‚µ‚ÄŠb‚ª‘g•D‚©‚ç‚Í‚¸‚ê‚â‚·‚­

‚È ‚Á‚Ä‚¢‚é •hŽå‚Ì’°•Ç‚É‚Í‚±‚Ì•«‚ð‚³‚µ•ž‚Ý•CŠb‚Å

ŒÅ’è‚µ‚Ä‚¢‚é .

Rhadinorhynchus ‚Í•CƒJƒcƒI•Cƒu ƒŠ•CƒTƒ“ƒ}•CƒC

ƒ•ƒV‚È‚Ç‚É‚²‚­••’Ê‚ÉŒ©‚ç‚ê‚é‚à‚Ì‚Å. ifif l!‹l‰ïŽÐ‚È‚Ç

‚©‚ç‚Í . I ‚ ‚©‚Þ‚µ j ‚Æ‚¢‚Á‚Ä‚«‚ç‚í‚ê‚é . ‚±‚ê‚ª•»

•i ‚É‚Ü‚¬‚ê‚±‚ñ‚Å‹ê •î‚ÌŽí ‚É‚È‚é‚©‚ç‚Å‚ ‚é ‚à‚¿‚ë

‚ñ •l‘Ì ‚É‚Í –³ŠQ‚Å•A‚  ‚é ”­Œ©lŽž‚É‚Íƒ_ƒCƒ_ƒC•F‚Å‚ ‚é

C Šï–­‚ÈŠñ•¶’Ž‚½‚¿

•¨–å‚Æ‚µ‚Ä‚Ü‚Æ‚ß‚ç‚ê‚Ä‚¢‚é.ƒVƒ^ƒ€ƒV—Þ‚Í•CŽí—Þ‚Í

•­‚È‚¢‚ª•C‚«‚í‚ß‚Ä“ÁˆÙ‚ÈŒ`‘Ô‚ð‚à‚Á‚Ä‚¢‚é. ƒVƒ̂ ƒ€

ƒV—Þ‚Í‚·‚×‚Ä•Ò’Å “®•¨‚Ì‘Ì“à ‚ÉŠñ•¶‚µ‚Ä‚¢‚é‚ª•C•hŽå

‚ª‚Öƒq •C ƒ•ƒj‚È‚Ç‚ÌŠO•‘ŽY‚Ì‚à‚Ì‚ª‘½‚¢‚Ì‚Å•C “ú–{‚Å

‚Ì•ñ••‚Í‚Ü‚ê‚Ä•e‚ ‚é ‚Ü‚½•C‚ ‚Á‚Ä‚à—A“ü“®•¨‚©‚ç‚Ì

‚à‚Ì‚ª‘½‚¢.

27 •ã’Ž‚ÌˆêŽí Armilifer moni l iformi s 

ƒAƒWƒA‚ÌƒjƒVƒLƒwƒr(•ã–ì“®•¨“¬•l

A ‰~nilifer moni lifor mis ‚ÍƒjƒVƒLƒwƒs•A‚Ì JJ Žs‚ÉŠñ•¶

‚µ‚Ä‚¢‚é.—c’Ž‚Í‰Ž‚Æ‚© “÷•H•b‚É L •A‚éŠñ•¶’Ž‚Å‚ ‚é.

‚Â‚Ü‚èƒjƒVƒLƒwƒr‚Í•C‚±‚ê‚ç ‚Ì“®•¨‚ð‚Ì ‚Ý‚±‚Þ‚±‚Æ‚É

‚æ‚Á‚Ä‚¤‚Â‚é‚Ì‚Å‚ ‚é ( –Ú••Šñ•¶ ’ŽŠÙŒŽ•ñ90 •†ŽQ•Æ)

28 ƒIƒI ƒVƒ•ƒr ƒ“ƒm Pinnotheres sinensis 

ƒ€ƒ‰ƒTƒLƒKƒC(“Œ‹ž˜p)

ƒJƒNƒŒƒKƒj‹G1. (Pinnotheridae ) ‚É‘®‚µƒJƒL•CƒAƒT

ƒŠ•CƒCƒKƒC‚È‚Ç‚Ì’†‚É•Z‚ñ‚Å‚¢‚Ä•C“Œ‹ž˜pˆÈ“ì‚ÌŠe’n

‚É•Z ‚Þ.

ƒJƒj‚ªŠL‚ÉŠñ•¶‚·‚é‚Æ‚¢‚¤‚±‚Æ‚à•C’¿‚ç‚µ‚¢‚±‚Æ‚¾

‚ÆŽv‚Á‚Ä‚¢‚½‚ç•CŽÀ•Û‚É‚Í•­‚µ‚à’¿‚ç‚µ‚­‚È‚¢.•¬‚³

‚ÈƒJƒj‚ª •CƒC–{ ‚ð”ñ•í‚É“î‚ç‚©‚­‚µ‚ÄŠL‚Ì ŠO“…!Ž̂‚Ì’†‚É

•Z‚ñ‚Å‚¢‚é.ŠL‚ð••‚Â‚¯‚Ü‚¢‚Æ‚¢‚¤”z—¶‚ª •C ‚¤‚©‚ª‚í

‚ê‚é ‚Ü‚±‚Æ‚ÉŠñ•¶•¶Šˆ‚Æ‚¢‚¤‚à‚Ì‚Í•ç•Ï–œ ‰»‚Æ‚¢‚í
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ざるをえない (目黒寄生虫館月報57号参照〕

29 ベンネラの仲間 Pen持ellabalaenoJりferae

ナガスクジラ

寄生性榛脚類の一種で，海産の硬骨魚， 11甫乳類の体

表に寄生する.頭部は完全にクジラの組織内に入りこ

んでいるしその上頭部はアンカー状に分岐するため

に抜けにくくなっている ベンネラの中には数十セン

チに達するものもあり，非常に長い卵嚢を 1対もって

いる クジラ，カシキ，ハダカイワシなどについてい

るが， クシラのものは南氷洋に行くと自然と抜けおち

ると聞いている カジキなどでは魚の販売広で，体外

ζすことが一つの特長となっている.家畜の疾病に関

係が深く，畜産上はみすごせぬ種類である

31 クリイロコイタマダニ

Rhiρiceρhalus sanguineus 

全世界に広く分布し主に犬に寄生している.稀れに

人からの報告もある この穫は 3宿主性で，幼虫，若

虫，成虫がそれぞれ宿主をかえる

犬の悪性質痘やアートニュー熱の伝播をする.

中央陳列ケースの下段 特別寄贈品のなかから

部を切りとってしまうから，外見上はわからないが 32 東洋服虫 Thelaziacall妙。eda

肉の中には頭部，したがって上頭部は残る.ハダカイ (永田博士資料)

ワシのものはごく 小さい. 本虫はスヒ。ノレラ類のテラジア科に属する線虫で‘犬の

結膜裂および涙管内に寄生する虫で，木邦はもちろん，

D ダニ類 タイ， インド，朝鮮，中固などに分布している 日本

ダニについてその概略をのベて理解の便に供したい. では九州の犬に多い. 雄は 4.5~13mm，雌は 6. 2~

ダニ類は昆虫とは異なり， !除形綱に属している.節足 17mmの漏れ、虫で， クリーム色または象牙色をして

動物に含まれるわけーで、ある.その数は数千種といわれ いる目人体寄生は外国でも見られるが，本邦では九州、|

る 各種の動物に直接寄生したり，間接的に伝染病の からの報告が多い 症状は限球結膜裳の炎症や流涙な

媒介をするので，医学上は重要な種類を多く含んでし、 と'で長期にわたる視力障害がくる この虫を媒介する

る.大きくわけると次の三種類になる. のはショウジョウバェ科に属するマダラショウジョウ

1. Ixodidaeマダニ科 ノ〈エである次の 3種のマダラショウジョウパエがIF<

2. Argasidaeヒメタニ宇| 示されている.

3. Trqmbiculidaeツツガムシ科

この中のマ夕、ニ科は9属に分かれる

1. Jxodesマダニ属

2. Aρo冗ommaオオノ'/'マダニ属

3. Haemaρhysalisチマダニ属

4. Hyalo抑制。イ ボダニ属

5. Amblyommaキララマダニjlii，

6. Dermacenforカクマダニ属

*7. Rhiρiceρhalusコイタマダニ属

*8. Booρhilusウγマダニ属

9. Margaroρusシユス、マダニ属

*当館展示

30 オウシマダニ Booρhilusmicroρlus 

牛(台湾〕

この種のダニは世界にもっとも広く分布しているも

ので，牛馬などに多い.羊， 山羊， ライオンに寄生し

てたという報告もある.この属はー宿主性で，卵，幼

虫，若虫 (nymph)成虫と，その一生を同じ宿主です

33 マダラショウジョウノぐエ Amiofavariegafa 

34 Amiofa magna 

35 Amiofa sp. 

山路などで限の付近をうるさくとぶ小さなハエであ

って Thelaziaの媒介をする.

36 肥大吸虫 Fascioloρsisbuski (台湾〕

(中川博士研究資料〕

本虫はIJ干蛭に似ているが肉質に富み部厚さを感じる

点が異なる. 20~70 mm  という大きさをもっ. この

虫は人間のほかブタに多い 東南アシア全般に分布し

ている.

これの感染経路を明らかにしたのは中川幸庵博士

(1920)で，そのとき使用した標本は当館に所蔵され

ている.

人またはフタで感染しているものの便の中にはこの
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虫の卵古川、る.これが水中に入ってミラシジウムとな

りヒラマキガイの類に入る.その中でセノレカリアがで

きて再ひ'水中に放出される.セノレカ リアは水中のもの

ならなんでもよく ，固着してメタセノレカリアを作る

石でもガラス片でもよい この点は肝蛭とまったく同

じである 肥大吸虫の場合はヒ γの実がよく代表的に

あげられているが，それはヒシが中国のクリークには

多く，豚の飼料とされていたからにほかならない.ヒ

シは人が好んで‘食べるから人体寄生も多いというわけ

である.

37 広節裂頭条虫の幼虫

カラフ トマス筋肉 (江口季雄博士提供)

江口教授はカラフトマス，マス，へニマスが木条虫

の第二中間宿主であることを追加しさらに第一中間

宿主がケンミジンコであることを決定したのである

この標本はこの時作製された標本で，今の陛下が名古

屋大学に行幸されたとき手にとって ζ らんになったと

いう.また後に陛下が大阪大学に行幸されたときにも

ご覧にいれた歴史的な標本である. (目黒寄生虫館ニ

ュース 116号参照)

38 広節裂頭条虫の擬充尾虫 サクラマスの筋肉よ

り取り出したもの(東日本海)

ますずしでこの条虫がうつるのは，この幼虫を食べ

るからである.これは筋肉にいるときに白い回りとし

て見えるのだから，注意すれば発見できるはずだ.

39 中川幸庵博士の研究資料

各種のカニの標本(中川家)

「カニの幸庵」とL、う愛称でよばれた中川幸!奄博士

が， JJ市l汲虫の第二中間宿主が淡水産カニであることを

決定されたのは余りにも有名である 博土はご逝去に

なる 2ヶ月前ごろお手紙を下さって，色々の資料を館

に寄贈したし、から金沢へこられたいとのこと，私は早

速日を選んで出向いたが，おしくも一足途いで博士は

ご逝去になっていた この標本は博士のご泣志により

そのときいただいたものである 内容を列挙すると，

Potamon dehaniiサワヵーニ

Potamon rathbuniラスパンサワガニ

Eriocheir jajうonzcusモクズカニ

Sesarma (Holometojうus)dehanii 

Potamon sinensis 

Astacus jaρonicus 

中川博土のもっとも力を入れられたのはラスパンサ

ワガニであったろ う この発見で日本でも盛んにカニ

の調査がはじまり，続々新事実がわかって来たのは当

然の結果であった.日本では，モクズカニの方がウエ

ステノレマンJJiffl双虫については， より重要である

40 安藤亮博士の研究資料

サワガニとカワニナ

安藤亮博士は，台湾で中;1/幸庵|専土がカニが肺吸虫

の媒介をすると発表されるや，いちはやく故郷のカニ

をしらべられた.故郷は岐阜県御嵩HlJで木曽川の流域

であるからサワカニが非常に多かった.カニ薬師など

という，お寺まである位だった サワカ‘ニから発見さ

れたことはもちろんであるが，カワニナからカニへの

感染実験についても色々試みられたことは有名である.

この原本は往年雪をわけで採集に行かれたと同じ場所

でとれたものを寄贈してくださったものである.

岐阜大学名誉教授 江口季!4f博士

江口季雄博士略歴

1897年(明治30年)10月13日愛知県に生れる

1919年(大正8年〕愛知県立医学専門学校卒業

1925年(大正15年〕医学博土

1928年 (昭和3年)大阪府医学専門学校教授

1931年(昭和6年)京都帝国大学医学部講師(兼務)

1949年(昭和24年)山口県立医科大学教授

1954年(昭和29年)岐阜県立医科大学教授

1964年(昭和39年)同校退職

この間，寄生虫学の分野では特に日本における広節

裂頭条虫の発育史についての研究(病理学紀要 3(1) 
1-66 (1926年))などがある



-6- THE MEGURO PARASIT. MUSEUM NEWS 

目黒寄生虫館の 熱 帯病対策

館長亀谷 了

日本が国際社会の一員として，先進諸国はもちろん， ような疾患があるか，それを予防するにはどうすれば

開発途上国に対しでも，その責任を果たす義務を有す よいか，という内容をもった小冊子で，この編集には，

ることは議論の余地はない このような意味において， 長崎大学熱手持病研究所の中林敏夫教授を中心として諸

APCO (Asia Parasite Control Organization)の 先生方の協力をお願いした.この編集にあたっては次

国内委員として私もできる限りの協力をおしまないつ の三点をとくに考慮、した.すなわち，旅行者が気軽に

もりである. しかし直接海外に出掛けて仕事を分担す ポケットに持参できること，説明は要点のみを簡潔に

るということは事情がゆるさない しからば，これを 記載すること.説明にはイラストを利用して，素人に

どのような形において果してゆくべきか，色々考えた も興味をもってよく理解してもらえるようにすること，

結果，国内においてなしうる事業を選び，次の三点を 疾病の分布地図を必ずつけること，以上三点である.

企画し実行に移すことにした. 旅行者は，空港をとひ立って一服したら，ポケット

1. 展示室を改善して熱帯地方の疾病を一般に衆知 からこれをとり出しゆっくり読めばよい 意外に多

せしめること い疾病がその行く手に待ちかまえているのに気付くで

2. 熱帯病に関する図書を出版すること あろう，着陸後の対処の仕方もおのずからわかるよう

3. あらゆる機会を通じて熱帯病に関する知識の普 にしてあるので，ーまず安心というわけで，と:'h程カ

及につとめること になるかわからない.むずかしい学術語は一切使って

ささやかな働きではあるが，これらをいかにして実 いない誰にでも理解できるようにしてある.

施しているかを述べてみたい.

1. 熱帯病コーナーを展示室に設けること

館の展示が時代の流れに沿わなくなったので，かね

てその改装がし、そがれていた.それでこの機会に面白

を新たにすることを企画し 「丸紅科学財団jの協力

をえて「熱帯病コーナーjを設置した.このことはす

でに報告したが，詳しいことは，ニ ュース 128号より

はじめた「目黒寄生虫館一般展示室案内」に順を追っ

て記載するつもりであるが，もっとも意を用いた点だ

け概要を述べたい すなわち重要な熱帯病について，

その各々を世界地図をもって明示し，その疾患の分布

を明らかにした.各々の地図は，電灯の点滅で一見し

てわかるよう設置した.また電灯の点滅は，その感染

経路を明示したボタンを押すことによってわかるよう

にした.すなわち，飲食物を介して感染するもの，昆

虫を介してうつるもの，現地の河川|に入ることによっ

てうつるもの等である.これを利用することによって

誰でも，いかにすれば予防できるかがわかるのであ

る.

2. r恐ろしい熱帯病のあれこれJの小冊子の出版
熱帯地に赴く人々に，自分の行く先の地域にはどの

3. 公開講演会その他

熱帯病に関する公開講演会は52年3月19日にその第

1回が行われた

「熱帯病の予防と対策」がそれて、ある.講師は岩永

祐五郎氏(東京検疫所長〕国井長次郎氏(日本寄生虫

予防会専務理事〉亀谷了(目黒寄生虫館)の三氏 会

場は平河町全共ヒノレ，商社の人たちが主で，満員の盛

況であった.いかにこの方面の知識が必要であるかを

痛感した.

第2巨lは「熱帯病についてJと題して都立広尾病院

において看護婦さんたちを主にして私が単独講演した

直接外地から発病者が運ばれる病院の看護婦さんたち

である.病人の看護はもちろん第ーであるが，そのあ

っかい方では自分自身も犠牲になる可能性がある.こ

れを防ぐにはどうしたらよいか，などについてス ライ

ドを使用して説明し大変よろこばれた.

第3は目黒区立小中学校に，熱帯病に関する資料の

提供.これは毎年行っているが，本年度は赤痢アメー

パについて要領よくまとめたノfネノレを寄贈した.

第4は安田生命ホーノレにおいて講演(別項参!!7it)

以上が最近実施した対策の内容である.
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〔講演記録〕 短 信

演題 寄生虫学の重要性 (昭和52年6月-9月〉

講師亀谷 了

場所新宿:安田生命ホール

日時昭和52年 6月29日

6.27 サプライセンタ一発足の打合せ会，出席者，横

浜市立大 ・大島教授，慈恵大 ・小林教授，当館

より亀谷館長，亀谷(俊)，市原両研究員.

6.29 亀谷館長 “寄生虫学の重要性"と題して講演.

〔要旨〕日本には古くから寄生虫に関する立派な文献 安田生命ホーノレにおいて (P.M. 2-3)・

があった. I医心方」がすなわちそれで・ある.医心方 6.30 東京農工大獣医学部学生30名 (引率代表者近藤

は中国よりの帰化人の一族である丹羽康頼が編集した 先生〕見学のため来館.

医学殺害で，これには当時用いられていた中国渡来の 7. 2 サプライセンター打合せ会.出席者，亀谷館長

医書が多数集録されているその第7巻は寄生虫のこ 他当館関係者 (P.M.3-4).

とである.ここに焼虫，姻虫， 白虫 (条虫のことと思 7. 5 東京文化医学技術専門学校生徒77名見学のため

う)その他6種類の記載がある. 来館(引率者目黒郁子先生，利岡静ー先生〕

徳川末期までは丹波流の医学が日本の医学の根幹を 7.26 目黒区教育委員会より委託調査費の交付をうけ

なしていたというから，寄生虫に対する対応はこれに る.

準じて行われていたに違いなし、 8.27 水産庁主催 「魚病の研修会j実習指導の講師と

明治になって近代医学が日本に導入されてからは面 して当館亀谷俊也研究員出向く(水産大学)• 

日を一新して，欧米先進国に追いつけ，追いこせの努 8.28 米国ワシγ トγ大学ラウシユ博士夫妻来館田

カが続けられ，成果をあげて来たことは他の分野とま 9. 7 ソ連漁業省学術団団長ピルピリスカヤ女史，ム

ったく同じである. セリウス女史ら見学のため来館.

明治の初期に日本に寄生虫学を新らしく導入させた 9目 11 昭年52度日本寄生虫予防会研修生見学のため来

のは，いわゆるお雇教師たちであって，その維はベノレ 館.

ツ(1876ー1902)，シヨイ ベ (1877-1881)の両氏であ 9.17 東京清瀬臨床検査技師養成所学生36名， 見学の

る.かくして植えつけられた寄生虫学が日本人自身に ため来館

よって新らしく出発したのは飯島魁(1861ー1921)， 9.17 “科学朝日"編輯部田辺記者取材のため来館.

五島清太郎(1867ー1935)の両先生に負 うところがす 9.24 第10回分類形態談話会当館より館長外2名出席

こぶる多い.その後に続く秀れた先輩たちが，今なら (予研会議室)• 

ばノーベノレ賞物と評される位の輝かしい研究成果をあ

げ，日本住血吸虫，肺吸虫，肝吸虫，横川吸虫，姻虫，

その他について続々と新事実が発見報告された.それ

によって，寄生虫王国と さえし、われた日本からは次第

に寄生虫が影をひそめ，やや疎じられるほどにすらな

ったので、ある.しかるに第二次大戦後の日本の復興は

海外との交流によって進められてきた.そのために海

外の疾病が身近かな問題となるに至った. 海外の疾病

の80%は寄生虫によることを考えると¥，、かに寄生虫

の問題が大事であるかが理解されるであろう.

以上のようなことをスライ ドを使用 して解説した.
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